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内容

IMS Learning Designの概要
協調学習技術標準との関係



IMS Learning Designとは

2002年8月にIMS（The Instructional 
Management Systems）からドラフトが公
開

欧州でEML（Educational Modeling 
Language）として取り組まれてきた成果を
IMSで仕様化



何を決めているか

教育、学習プロセスの設計情報を形式的に記述
するための枠組み

リアル、e-Learningの双方が対象（ブレンディン
グも）

情報モデル
概念モデル（Conceptual Model）
情報モデル（Information Model）
振る舞いモデル（Behavioral Model）

XMLバインディング



Learning Designの要件

完全性

教育学的な柔軟性

パーソナライゼーション

形式化

複製化

相互運用性

互換性

再利用性



Unit of Learning（１）

Learning Designの記述単位
コース、学習プログラム、ワークショップ、
実験、レッスンなど

学習リソース、学習アクティビティ、評価、
サービス、教師が提供する支援ファシリ
ティ、トレーナーや他のスタッフを含む



Unit of Learning（２）

Unit of Learning = IMS Content Package + 
IMS Learning Design



概念モデル（Conceptual 
Model）

概念の語彙と関係

概念モデルでは。。
設計、実装の観点が入らない

概念とその名前と属性

属性の取得／設定手段は範囲外（仕様レベ
ルで決める部分）

Learning Designでは三つのレベルで概念
モデルを検討



概念モデル（Level A）



概念モデル（Level B）



概念モデル（Level C）



情報モデル（Information 
Model）

概念モデル＋情報構造

情報モデルでは。。

概念の要素の構造（階層）

各要素の名前、多重度、必須／選択、タイプ

概念モデルの各レベルに対応した情報モ
デルを定義



情報モデル（例）



振る舞いモデル（Behavioral 
Model）

Instantiation
Runtime



Instantiation

Instantiation Roles
個人がRoleに応じて振舞う
Level BのPropertyはさまざまなRoleのために
初期化される

Instantiation Services
Roleが決定したとき、roleに応じた権限などを
考慮した、Servicesを提供する（設定する）



Runtime

Level A 
Activity-structure Sequence and Selection

activityの構造と実施手順を定義
IMS Simple Sequenceを利用（参照）

Method
Unit of Learningの実行を管理



Runtime

Level B：PropertyやConditionを利用した個人化
Local property:run property
すべての利用者に共通の属性（実行時）

Local personal property
利用者ごとに異なる属性（の値）を持つことができる

Local role property:Group property
おなじRoleの利用者に共通の属性

Global personal property:portfolio property
異なるUnit of Learningの実行で異なる属性（の値）を持つこ
とができる

Global property
グローバルにユニークな属性。利用者、Unit of Learningか
ら独立



Runtime

Level C
notificationにより、イベントを実行環境に通知
アクティビティが終わった、プロパティが変わった、
など



どうやってLearning Designするのか

分析フェーズ：実際の教育上の問題を記述
（narrative）
設計フェーズ
設計第一ステップ：narrativeをUMLのアクティビティ図
を利用して記述

設計第二ステップ：Learning Designの仕様に従った
XML文書を作成
開発フェーズ
実際のコンテンツ、リソースの開発

評価フェーズ
コンテンツパッケージ、Learning Designの双方を評価



協調学習技術標準との関係

ISOの国際会議でCL規格（CW,L2L）とEMLの類
似点が指摘されている

どこが似ているのか
モデル（メタモデル？）をきめている

設計情報を決めている

Learning Designを利用して協調学習環境の記述が
できる

どこが違うか
ログに着目している→ツールの共有、互換性（CW）
明示的なグループの存在（L2L）



Learning DesignとCW規格の類似点

Collaborative Workplace Profile Interface

Collaborative 
Log Interface

Lea rn ing  R esource
-  L ea rn ing R esou rce  ID
-  App lica t ion  Type

O the rS ystem

Other Group

Lea rne r

-  Lea r ner ID

Externa l Da ta

-  C o lla bo ra t iv e  W orkp la ce  ID
-  C onten t  Externa l R ecord

G roup
-  G roup  ID

C o lla bora t iv e  L og

- T im e S tam p
- Ta rge t  Ob ject  ID
-  S ub ject  ID
-  Da ta  f ie ld

L ea rn in g R esu lt
-  L ea rn ing R esu lt  ID

C olla bora t iv e  W orkp la ce
-  Co lla bor a tiv e  W or kp la ce  ID
-  Gruop  ID

F acu lty
-  F acu lty  ID

C olla bora t iv e  W orkp la ce  S etup  In te r fa ce



Learning DesignとL2L規格の類似点



Learning DesignとCL標準の関係

規格の目的
LD：教育・学習のプロセスのデザインを形式的に記述
するための要素とその枠組みを規定

CL：？？
対象とするドメイン

LD ⊇ CL｛CW,L2L｝
対象とする記述内容の細かさ

LD ＞ CL｛CW,L2L｝
アクションレベルまでの記述

ITから見た抽象度
LD ≒ CL



Learning DesignとCL標準の関係
IMS Learning Design Collaborative Workplace Learner to learner

interaction schema

標準規格の目的 教育・学習のプロセスのデ
ザインを形式的記述

対象とする学習形態 多様な学習形態
（協調学習を含む）

協調学習（グループ学習） 協調学習（グループ学習）

主な標準化項目 ・概念モデル
・情報モデル
・振る舞いモデル

・協調作業場データモデル
・協調ログデータモデル

・ Collaborative Learning 
Plan Scheme
・ Collaborative Learning 
Plan Instance

標準化対象の詳細度 深い
個人のアクションレベルま
で対象

浅い
学習的なアクティビティは対
象としていない

中間
グループのアクティビティま
で対象

類似点 ・モデルが対象（実装方法の標準化ではない）
・設計情報を決めている（Learning DesignとL2L）

相違点 ・協調ログに着目（CW）
・明示的なグループの存在を定義（L2L）



Learning DesignとCL標準の関係

では、どうすればよいのでしょうか。。

素知らぬ関係を貫く

協力する

後は、SC36委員会の問題です
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